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まえがき 

 

 

  アジア経済研究所では、「アフリカ・中東における紛争と国家形成」と題する共同研究

会を、2009 年度から 2 年間の予定で実施している。紛争が深刻な破壊現象であることは言

を待たないが、紛争がもたらす帰結や影響は単に破壊の側面にのみとどまらない広がりを

持つのではないか――本研究会はこの問題意識にもとづき、国家形成というキーワードの

もとに、いくつかの紛争事例を具体的に検討することを目的としている。 

 本研究会では、世界各地の紛争国のうち、アフリカと中東に焦点を絞って事例国を選択

した。紛争と国家形成は大きなテーマであり、世界の広い地域から様々な事例の比較・対

照を行うことが一つの方法ではある。とはいえ、紛争にせよ国家形成にせよ、各地域固有

の背景から強く影響を受けている。そして、研究者もまた、地域に関する（しばしば暗黙

知的な）予備知識や了解事項に依拠して研究を進める傾向を持つ。地域横断的な研究は、

対象と研究者双方におけるこの地域性の自覚に立って実践される必要がある。本研究会は

対象国をアフリカと中東に絞ることで、考慮すべき地域性を 2 つに抑えた。これは、個別

事例の詳細な検討と一般性のある議論に向けた発信の両立を、2 年という比較的短い研究

期間のなかで実現するために、中範囲の地域横断研究を目指す狙いに立ったものである。 

 初年度にあたる 2009 年度は、計 8 回の研究会を持ち、主査による基調報告、主査含む 6

人の委員全員による事例報告、それらをめぐる討論を行った。また、5 名の委員が現地調

査を実施し、現地の最新情報を収集した。本報告書は、この初年度の研究を踏まえた中間

報告である。来たる 2010 年度は、この作業を踏まえ、各自が最終成果をまとめていくこと

となる。最終成果は 2010 年度中に執筆され、2011 年度中に研究論文集として刊行される

予定である。 

2010 年 3 月 

佐 藤 章 
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